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る｡ 千年王国運動 (millenarianmovements)は,もと,ユダヤ-キ リス ト教の黙示文学の系
譜をひく宗教運動なので,直接 ･間接に,ユダヤ教,キリス ト教,あるいはイスラム教の影響
のおよんだ地域に多 く発生している.1) たしかに,仏教やヒソドゥ教のように, r世界を不断
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ー ･ブン｣ が出現して, 警察と衝突して死者を出す事件が発生している｡(後述参照)それゆ








































































言しておく必要があろう｡14) 多 くの千年王国運動は, ｢メシア的｣である｡ つまり,救済は,
神的なものと人間的なものを仲介する ｢仲保者｣によってもたらされる｡ そのもっとも著名な







猫軟をきわめた,いわゆる ｢ピー ･ブソ｣のうち,最大の反乱に発展した ｢オング･マンの反
乱｣の具体的検討を通 じて,タイの千年王国運動の諸特徴を検討しよう｡
ⅠⅠ ｢オング ･マンの反乱｣- ｢ピ- ･ブン｣の-事例- 15)
ラタナコ-シソ暦119年 (1900/01), 東北タイのメコソ河沿岸地方一帯に, 大異変の到来を
予言した一片の貝菓 (laithaeng)をめぐる噂がひろまった｡ その貝葉の出所や作者などほい
っさい不明であるが,各種の資料を総合してみると,およそつぎのような内容をもっていたも
のと考えられる｡ すなわち, 『ラタナコ-シソ暦120年3月あるいは4月 (1902年2月あるい
は3月)16)に,大異変 (phetphai)が起こる｡ その時,金銀はすべて砂傑となり, この地方に
多いラテライ ト中の砂硬が補注)金銀に変わる｡ 豚と奇形の角をもつ白子の水牛が鬼(yak)となり,
人を捕えて食べる｡ とうがんやかぼちゃが,象や馬になる｡ すると, ｢クーオ ･タンミカラー
ト｣が現われて, この世に君臨する｡ この異変の現われたとき, 災を逃れようと願 う者は,
貝葉に書かれた予言の内容を,人々に宣べ伝えなければならない｡罪のない者は砂利を集めて
｢クーオ ･タンミカラー ト｣の来臨を待つがよい｡この世に現われた ｢正義の王｣は,人々の
集めた砂利をことごとく金銀に変えるだろう｡ 罪に汚れた者は, 僧を招いて ｢ナンモソ (聖
水)｣の儀礼を行ない,罪を洗い浄めよ｡ 死を怖れる者は,その日の来る前に, 豚や水牛を殺
































東北タイの農民はこれらの行者たちを, ｢プ- ･ミ一 ･ブン｣と言い,その名の前に ｢オン
グ｣という尊称をつけて呼んだ｡ (例 :オング･マン) ｢プ一 ･ミ- ･ブソ｣(訳せば ｢功徳
ある人｣)とは,｢長期にわたる善業の蓄暦の結果として,卓越した境涯に到達し得た人｣を意
味し,文献上では, ｢ブッダ｣,｢アラ-ソ｣,｢転輪聖王｣などを形容する語として用いられて
いる｡18) のちにこれが ｢ピー ･ブソ｣という蔑称で呼ばれ,｢オング･マン｣が ｢アイ ･マン｣











｢プ- ･ミ一 ･ブソ｣,｢チャオ ･プラサー トー ング｣,｢パヤ- ･タンミカラ- ト｣であると自
称 した｡ ｢プ- ･ミ- ･ブソ｣については前述のとお りであるが,つぎの二つの語については
若干の説明を要しよう｡ ｢チャオ ･プラサ- トー ング｣ は, アユタヤ王朝第 25代のタイ国王
phrachaoPrasatTh6ngであろう｡ただしこの国王名が,ラーオ人にとってどのように理解さ
れ,なにゆえ ｢救世主｣の名として引用されたかという事情は不明である｡ つぎの ｢パヤー ･
タンミカラー ト｣については,ふた通 りの解釈が成 り立つ｡ひとつはこれを実在の国王名と考
える解釈であって, その場合, 有力な候補は, 17世紀後半の57年間, ランサン王国の支配者
として内政 ･外交に治績大いにあが り, また文芸の黄金時代を築いたといわれる phraChao
Suryavongsa-Thammikaradであろう｡20)もうひとつの解釈は,これを普通名詞に解し,｢法
を奉ずる王｣(dhammikaraja)つまり ｢転輪聖王｣とする見方である｡ いずれも推定の域を出
ないが, ｢プラサー トー ング｣と併記されている点から見て,固有名詞説の可能性が高いよう
に思われる｡
さて,オング ･マンは,ラオス領において ｢プ一 ･ミ一 ･ブソ｣として知られ,すでに多 く
の信奉者を得ていたが,さらにタイ国内に進出し,とくに,イサーソ州の州都であるウボンに
その勢力を扶植 しようとして,1901年,メコン河を渡ってタイ領に入った｡オング･マンは,
メコン河沿いの古邑ケマラー トと, ウボンの中間にある トラカーン･ブー トボン在住の医者ル
アン某 (のちにオング ･ファとし.て知 られるようになった)の協力を得て,約 200名の信者を
獲得することに成功した｡オング ･マンらは,ついで,ケマラー トに行き,ここで教勢の拡大
をはかったが,かれの不穏な言動を察知 したケマラー トの代官は,かれの活動を妨害 した｡怒
ったオング･マンは,まず副代官と郡長 (krommakan)を捕え, 二人をケマラ- トの郊外に
引き出して処刑し,さらに代官を人質とした｡オング･マンは,捕えたケマラー ト代官を厨に
乗せて行進の先頭にたてて,その実力を誇示 した｡サブ-ヤイ村では,火薬の代 りに砂をつめ




































































をもたらす者は ｢クーオ ･タンミカラート｣ である｡ オング･マンの場合には, かれ自身が
｢ターオ ･タンミカラー ト｣つまり ｢メシア｣であると称した｡他の群小の ｢ピー ･ブソ｣に
おいては, おそらく ｢メシア｣ を自称せず, たとえばセ-ラブームの例のように,もっぱら
｢ナンモソ｣の呪法の執行を媒介として,信徒集団を形成拡大していったものと思われる｡
ⅠⅠⅠ タイにおける千年王国運動の特徴
















生れ代 りを自称 L,100名を超える部下をひきいて, チョ-クチャイ郡バ-ソ･マイ ･タイチ
ャル-ソ村のバ-ソ･コングタムレ-に拠って,自治を主張した｡警察側との衝突では,双方
に数名の死者を出している.34)このほかにも, ｢反乱｣にまでいたらない ｢ピ-･ブソ｣は,









































































































































って, 厭わしい状態に陥るのをさけ, 好ましい境涯に生まれるために, 人は何を為すべきか






合掌して王の支配を讃仰すると述べ,しかも ｢転輪聖王｣を, ｢ブッダ｣や ｢ボサツ｣と並ん
で, ｢プ一･ミ一･ブソ｣のひとつに数えているのは,東北タイの千年王国諭との関係で興味
をひかれる｡42)おそらく, 『三界経』は,未来に出現する理想王の理念の普及化に,重要な役



































(1)東北タイの ｢ピ- ･ブソ｣は,『三界経』ないし 『プラ･マ-ライ』などの通俗仏教文学書
の視覚的 ･聴覚的表現を通して,人口に腺炎していた ｢未来仏｣と, ｢転輪聖王｣というふた
つの観念の合体によって成立した思想を背景として発生した｡ (2)｢メシア｣は, 具体的には
｢タンミカラー ト｣と呼ばれたが,この語は, ｢正法に従って統治する王｣を意味し, ｢転輸
聖王｣の修飾語として用いられる｡ ｢オング･マン｣ の例をとるならば, ｢パヤ- ･タンミカ
ラー ト｣は,この意味にもとれるが,同時に具体的なラオス国王の名とも考えられる｡ おそら
くは,この両者が重なり合ったものと見られよう｡46)


















サンガの利用 (｢タンマチャ-1)ックJ 運動), 東北タイ等の地方開発に対するサンガの協力




となっている ｢ナンモソ｣儀礼が, ｢ミロク仏｣(タイ語では ｢シー ･アーソ｣)あるいは ｢転
輪聖王｣信仰と結合して,特殊タイ的な ｢千年王国諭｣が成立 しうることが rピ- ･ブソ｣に
よって実証されたことは,仏教の中にもまた,タイの社会統合の分解要因が内包されているも
のとして注目されよう｡
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およびラテライ ト中には ｢コソクリ-ショソ｣あるいは ｢ビゾリス｣(pisolith)とよばれる黒褐色をした
大型展弾 (buck-shot)状の鉄質形成物がみられることが多いという｡ここの ｢ラテライト中の砂疎｣ と
は,これを指すものと考えられる｡
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